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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第64期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第63期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 63,388 83,774 331,014

経常利益又は経常損失(△)

（百万円）
△557 5,516 20,372

当期純利益又は四半期純損失(△)（百万円） △310 △963 12,603

純資産額（百万円） 151,747 157,909 163,550

総資産額（百万円） 236,915 264,730 269,737

１株当たり純資産額（円） 1,636.771,703.661,763.45

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額(△)

（円）
△3.44 △10.67 139.54

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － 139.54

自己資本比率（％） 62.4 58.1 59.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,961 9,139 32,650

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,881 △3,977 △9,213

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,854 △2,906 5,612

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 24,509 55,777 54,329

従業員数（人） 15,039 15,065 15,028

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。　

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　第63期第１四半期連結累計(会計)期間及び第64期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 15,065(2,479)

　　(注)　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（期間従業員、人材会社からの派遣社員、パートタイマーを含む。）は、当第１四

半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 6,138(1,053)

　　(注)　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（期間従業員、人材会社からの派遣社員、パートタイマーを含む。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）

外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年６月30日）

前年同四半期比(％)

日本（百万円） 50,424 －

北米（百万円） 14,707 －

アジア（百万円） 14,482 －

報告セグメント計（百万円）　 79,614 －

その他（百万円） 3,847 －

合計（百万円） 83,462 －

　　(注)１　金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

(2）受注状況

　当社グループ（当社及び連結子会社）は、トヨタ自動車株式会社をはじめとして、各納入先より四半期毎及び翌月

の生産計画の提示を受け、当社グループ（当社及び連結子会社）の生産能力を勘案して生産計画をたて生産してお

ります。このため、受注状況の記載を省略しております。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年６月30日）

前年同四半期比(％)

日本（百万円） 50,505 －

北米（百万円） 15,095 －

アジア（百万円） 14,461 －

報告セグメント計（百万円）　 80,062 －

その他（百万円） 3,712 －

合計（百万円） 83,774 －

　　(注)１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　２　前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
　　至　平成22年６月30日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

トヨタ自動車株式会社 23,293 36.7 29,150 34.8

３　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

  当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結会計期間の世界経済は、ギリシャの財政問題に端を発する欧州の信用不安がありましたが、各国

での景気対策の効果による内需拡大や輸出拡大が景気回復を牽引し、持ち直してきました。 

　自動車業界におきましては、欧州において政府支援策の終了による反動や景気後退で自動車販売台数が前年を下

回りましたが、中国、インドでの販売台数が高水準で推移し、また日本、米国での販売台数が回復したことから、全体
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としては、堅調に推移しました。

　当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、連結売上高は83,774百万円と、前年同四半期に比べ20,386百万

円(32.2％)の増収となり、利益につきましては、連結営業利益は5,774百万円（前年同四半期は連結営業損失1,333

百万円)、連結経常利益は5,516百万円（前年同四半期は連結経常損失557百万円)と、それぞれ増益となりましたが、

連結四半期純損失は客先の市場回収処置に伴い、製品保証引当金繰入額を特別損失として計上したため963百万円

（前年同四半期は連結四半期純損失310百万円)と、損失が増加いたしました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。　

（日本）

客先生産台数の増加などにより、売上高は58,367百万円と、前年同四半期に比べ11,160百万円(23.6％)の増収と

なりました。営業利益は、売上高の増加や合理化等に積極的に取組んだことにより2,915百万円と、前年同四半期に

比べ4,978百万円(－％)の増益となりました。

 

（北米）

客先生産台数の増加などにより、売上高は15,135百万円と、前年同四半期に比べ3,756百万円(33.0％)の増収とな

りました。営業利益は、売上高の増加や合理化等の効果により332百万円と、前年同四半期に比べ570百万円(－％)の

増益となりました。 

　

（アジア）

客先生産台数の増加などにより、売上高は15,331百万円と、前年同四半期に比べ7,252百万円(89.8％)の増収とな

りました。営業利益は、売上高の増加などにより2,625百万円と、前年同四半期に比べ1,977百万円(305.2％)の増益

となりました。

　

（その他）

売上高は3,716百万円と、前年同四半期に比べ117百万円(△3.1％)の減収となりました。営業利益は、171百万円

と、前年同四半期に比べ65百万円(60.7％)の増益となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、55,777百万

円となり、前連結会計年度末より1,448百万円増加いたしました。

　

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

    営業活動の結果得られた資金は、前第１四半期連結会計期間に比べ11,100百万円増加し、9,139百万円となりまし

た。これは主に売上債権の増減額が12,867百万円、製品保証引当金の増減額が6,266百万円増加したことと、仕入債

務の増減額が5,215百万円減少したことなどによるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、前第１四半期連結会計期間に比べ96百万円増加し、3,977百万円となりました。

これは主に定期預金の預入による支出が949百万円増加したことと、有形固定資産の取得による支出が405百万円減

少したことや有価証券の売却及び償還による収入が302百万円増加したことなどによるものです。

 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、前第１四半期連結会計期間に比べ7,760百万円増加し、2,906百万円となりまし

た。これは主に長期借入による収入が5,450百万円減少したことと、配当金の支払額1,442百万円増加したことなど

によるものであります。　

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

  当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動金額は、4,132百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月３日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 94,234,171 94,234,171

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数100株

計 94,234,171 94,234,171 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　(a) 旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。　

第４回新株予約権　平成17年６月21日開催の第58回定時株主総会決議（平成17年８月１日発行）　

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 1,792

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数100株 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 179,200

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり1,996

新株予約権の行使期間
自　平成19年７月１日

至　平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合

の株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 1,996

資本組入額 998

新株予約権の行使の条件

(1）新株予約権の割当を受けた対象者（以下、「新株予約権者」とい

う。）が死亡した場合、相続人が新株予約権を承継し、これを行使す

ることができる。また、新株予約権者が当社の取締役および従業員

ならびに当社関係会社の取締役のいずれの地位をも有さなくなっ

た場合にも新株予約権を行使することができる。ただし、いずれの

場合にも後記(2）に掲げる新株予約権割当契約に定める条件によ

る。

(2）その他の新株予約権の行使の条件については、平成17年６月21日開

催の第58回定時株主総会および新株予約権発行の取締役会決議に

基づき、当社と各対象者との間で締結する新株予約権割当契約に定

めるところによる。　

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に

関する事項
－
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(b) 会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

第５回新株予約権　平成18年６月21日開催の第59回定時株主総会決議（平成18年８月１日発行）

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 2,720

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数100株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 272,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり2,346

新株予約権の行使期間
自　平成20年８月１日

至　平成24年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合

の株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 2,346

資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出される資本金

等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の

端数は、これを切り上げるものとする。

新株予約権の行使の条件

(1）新株予約権の割当を受けた対象者（以下、「新株予約権者」とい

う。）が当社の取締役および従業員ならびに当社関係会社の取締役

等のいずれの地位をも有さなくなった場合にも新株予約権を行使

することができる。ただし、下記(3）に掲げる新株予約権割当契約

に定める条件によるものとする。

(2）新株予約権の相続はこれを認めない。　

(3）その他の新株予約権の行使の条件については、平成18年６月21日開

催の第59回定時株主総会および新株予約権発行の取締役会決議に

基づき、当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割当契約

に定めるところによる。 　

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に

関する事項

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、

新設分割、株式交換または株式移転（以上を総称して以下、「組織再

編成行為」という。）をする場合において、組織再編成行為の効力発

生の時点において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」と

いう。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236

条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編成対象

会社」という。）の新株予約権を一定の条件に基づきそれぞれ交付す

ることとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編成

対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、一定の

条件に沿って再編成対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併

契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約また

は株式移転計画において定めた場合に限るものとする。
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第６回新株予約権　平成19年６月20日開催の第60回定時株主総会決議（平成19年８月１日発行） 

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 3,185

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数100株 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 318,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり3,498

新株予約権の行使期間
自　平成21年８月１日

至　平成25年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合

の株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 3,498

資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出される資本金

等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の

端数は、これを切り上げるものとする。 

新株予約権の行使の条件

(1）新株予約権の割当を受けた対象者（以下、「新株予約権者」とい

う。）が当社の取締役および従業員ならびに当社関係会社の取締役

等のいずれの地位をも有さなくなった場合にも新株予約権を行使

することができる。ただし、下記(3）に掲げる新株予約権割当契約

に定める条件によるものとする。 　

(2）新株予約権の相続はこれを認めない。 　

(3）その他の新株予約権の行使の条件については、平成19年６月20日開

催の第60回定時株主総会および新株予約権発行の取締役会決議に

基づき、当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割当契約

に定めるところによる。  　

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に

関する事項

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、

新設分割、株式交換または株式移転（以上を総称して以下、「組織再

編成行為」という。）をする場合において、組織再編成行為の効力発

生の時点において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」と

いう。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236

条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編成対象

会社」という。）の新株予約権を一定の条件に基づきそれぞれ交付す

ることとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編成

対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、一定の

条件に沿って再編成対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併

契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約また

は株式移転計画において定めた場合に限るものとする。  
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第７回新株予約権　平成20年６月19日開催の第61回定時株主総会決議（平成20年８月１日発行） 

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 3,715

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数100株 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 371,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり2,138

新株予約権の行使期間
自　平成22年８月１日

至　平成26年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合

の株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 2,138

資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出される資本金

等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の

端数は、これを切り上げるものとする。 

新株予約権の行使の条件

(1）新株予約権の割当を受けた対象者（以下、「新株予約権者」とい

う。）が当社の取締役および従業員ならびに当社関係会社の取締役

等のいずれの地位をも有さなくなった場合にも新株予約権を行使

することができる。ただし、下記(3）に掲げる新株予約権割当契約

に定める条件によるものとする。 　

(2）新株予約権の相続はこれを認めない。 　

(3）その他の新株予約権の行使の条件については、平成20年６月19日開

催の第61回定時株主総会および新株予約権発行の取締役会決議に

基づき、当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割当契約

に定めるところによる。  　

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に

関する事項

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、

新設分割、株式交換または株式移転（以上を総称して以下、「組織再

編成行為」という。）をする場合において、組織再編成行為の効力発

生の時点において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」と

いう。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236

条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編成対象

会社」という。）の新株予約権を一定の条件に基づきそれぞれ交付す

ることとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編成

対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、一定の

条件に沿って再編成対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併

契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約また

は株式移転計画において定めた場合に限るものとする。  
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          第８回新株予約権　平成21年６月18日開催の第62回定時株主総会決議（平成21年８月３日発行） 

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 3,970

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数100株 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 397,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり1,890

新株予約権の行使期間
自　平成23年８月１日

至　平成27年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合

の株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 1,890

資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出される資本金

等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の

端数は、これを切り上げるものとする。 

新株予約権の行使の条件

(1）新株予約権の割当を受けた対象者（以下、「新株予約権者」とい

う。）が当社の取締役および従業員ならびに当社関係会社の取締役

等のいずれの地位をも有さなくなった場合にも新株予約権を行使

することができる。ただし、下記(3）に掲げる新株予約権割当契約

に定める条件によるものとする。 　

(2）新株予約権の相続はこれを認めない。 　

(3）その他の新株予約権の行使の条件については、平成21年６月18日開

催の第62回定時株主総会および新株予約権発行の取締役会決議に

基づき、当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割当契約

に定めるところによる。  　

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に

関する事項

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、

新設分割、株式交換または株式移転（以上を総称して以下、「組織再

編成行為」という。）をする場合において、組織再編成行為の効力発

生の時点において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」と

いう。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236

条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編成対象

会社」という。）の新株予約権を一定の条件に基づきそれぞれ交付す

ることとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編成

対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、一定の

条件に沿って再編成対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併

契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約また

は株式移転計画において定めた場合に限るものとする。  

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

自　平成22年４月１日　

至　平成22年６月30日　
－ 94,234,171－ 22,856 － 25,110

　

（６）【大株主の状況】

  大量保有報告書の写しの送付がなく、当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

（７）【議決権の状況】

  当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして  お

ります。
 

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　 3,910,500 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式　90,248,300 902,483 －

単元未満株式 普通株式　　　75,371 － －

発行済株式総数 94,234,171 － －

総株主の議決権 － 902,483 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式12株が含まれております。
　

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社

東海理化電機製作所

愛知県丹羽郡大口町

豊田三丁目260番地
3,910,500 － 3,910,500 4.14

計 － 3,910,500 － 3,910,500 4.14

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高（円） 2,070 2,096 1,822

最低（円） 1,780 1,715 1,532

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部における取引価格であります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,120 23,484

受取手形及び売掛金 52,545 59,796

有価証券 35,927 34,811

商品及び製品 6,083 6,451

仕掛品 10,450 11,201

原材料及び貯蔵品 3,761 3,988

その他 16,779 11,934

貸倒引当金 △44 △46

流動資産合計 151,623 151,620

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※4
 27,228

※1, ※4
 27,933

機械装置及び運搬具（純額） ※1, ※4
 22,081

※1, ※4
 23,050

その他（純額） ※1
 22,365

※1
 23,129

有形固定資産合計 71,675 74,113

無形固定資産 2,357 2,518

投資その他の資産

投資有価証券 23,682 26,584

その他 15,511 15,021

貸倒引当金 △120 △120

投資その他の資産合計 39,073 41,485

固定資産合計 113,106 118,117

資産合計 264,730 269,737
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 42,575 46,250

短期借入金 4,008 4,674

1年内返済予定の長期借入金 273 273

未払法人税等 1,053 3,297

賞与引当金 2,944 5,782

製品保証引当金 10,257 4,087

その他の引当金 75 234

その他 19,391 15,188

流動負債合計 80,578 79,789

固定負債

長期借入金 8,127 8,286

退職給付引当金 17,013 17,094

その他の引当金 486 515

資産除去債務 219 －

その他 395 500

固定負債合計 26,242 26,397

負債合計 106,821 106,187

純資産の部

株主資本

資本金 22,856 22,856

資本剰余金 25,134 25,134

利益剰余金 120,080 123,234

自己株式 △7,032 △7,035

株主資本合計 161,038 164,189

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △311 507

為替換算調整勘定 △6,843 △5,415

評価・換算差額等合計 △7,155 △4,908

新株予約権 519 524

少数株主持分 3,505 3,744

純資産合計 157,909 163,550

負債純資産合計 264,730 269,737
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(2)【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 63,388 83,774

売上原価 58,201 71,302

売上総利益 5,187 12,472

販売費及び一般管理費 ※1
 6,521

※1
 6,697

営業利益又は営業損失（△） △1,333 5,774

営業外収益

受取利息 95 125

受取配当金 47 60

持分法による投資利益 － 33

為替差益 477 －

その他 396 73

営業外収益合計 1,017 294

営業外費用

支払利息 84 66

持分法による投資損失 38 －

為替差損 － 446

その他 117 39

営業外費用合計 241 552

経常利益又は経常損失（△） △557 5,516

特別利益

新株予約権戻入益 9 49

特別利益合計 9 49

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 184

製品保証引当金繰入額 － 6,025

特別損失合計 － 6,209

税金等調整前四半期純損失（△） △547 △643

法人税等 ※2
 △299

※2
 115

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △758

少数株主利益 61 204

四半期純損失（△） △310 △963
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △547 △643

減価償却費 4,237 3,848

のれん及び負ののれん償却額 9 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,247 △2,826

製品保証引当金の増減額（△は減少） △76 6,190

退職給付引当金の増減額（△は減少） △143 △159

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △96 △29

受取利息及び受取配当金 △143 △186

支払利息 84 66

為替差損益（△は益） △667 470

持分法による投資損益（△は益） 38 △33

有形固定資産除売却損益（△は益） 5 31

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 184

売上債権の増減額（△は増加） △6,512 6,355

たな卸資産の増減額（△は増加） 491 628

仕入債務の増減額（△は減少） 2,511 △2,703

未払消費税等の増減額（△は減少） 108 △322

その他 △180 1,479

小計 △2,136 12,351

利息及び配当金の受取額 139 167

利息の支払額 △93 △92

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 128 △3,287

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,961 9,139

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却及び償還による収入 － 302

有形固定資産の取得による支出 △3,722 △3,317

有形固定資産の売却による収入 29 38

投資有価証券の取得による支出 △11 △0

投資有価証券の売却による収入 2 0

貸付けによる支出 △53 △67

貸付金の回収による収入 37 44

その他 △162 △976

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,881 △3,977
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 116 △330

長期借入れによる収入 5,450 －

長期借入金の返済による支出 △58 －

リース債務の返済による支出 △30 △26

配当金の支払額 △724 △2,166

少数株主への配当金の支払額 △3 △385

少数株主からの払込みによる収入 97 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

その他 6 3

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,854 △2,906

現金及び現金同等物に係る換算差額 489 △807

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △498 1,448

現金及び現金同等物の期首残高 25,008 54,329

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 24,509

※
 55,777
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．会計処理基準に関する

　事項の変更

（１）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面

の取扱い」の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16

号　平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面

の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）を適用しております。

　　これによる経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。

　

　

（２）資産除去債務に関する会計基準の適用

　　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これにより、税金等調整前四半期純損失が184百万円増加しております。また、当会計

基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は219百万円であります。
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【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地たな卸を省

略し前連結会計年度に係る実地たな卸高を基礎として合理的な方法によっ

ております。

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合

に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、税引前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて

計算しております。　

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、208,244百万円で

あります。

 ※１　有形固定資産の減価償却累計額は、208,195百万円で

あります。

　２　保証債務

当社は、従業員の下記金融機関からの住宅資金借入

金に対し、債務保証を行っております。

　２　保証債務

当社は、従業員の下記金融機関からの住宅資金借入

金に対し、債務保証を行っております。

㈱三菱東京UFJ銀行 12百万円

㈱りそな銀行 4百万円

計 17百万円

㈱三菱東京UFJ銀行 13百万円

㈱りそな銀行 4百万円

計 18百万円

　３　受取手形割引高は、5百万円であります。 　３　受取手形割引高は、30百万円であります。

※４　過年度に取得した資産のうち、国庫補助金の受入れに

よる圧縮記帳累計額は303百万円であり、四半期連結貸

借対照表計上額はこの圧縮記帳額を控除しておりま

す。

　なお、その内訳は建物及び構築物138百万円、機械装置

及び運搬具164百万円であります。

※４　過年度に取得した資産のうち、国庫補助金の受入れに

よる圧縮記帳累計額は303百万円であり、連結貸借対照

表計上額はこの圧縮記帳額を控除しております。

　なお、その内訳は建物及び構築物138百万円、機械装置

及び運搬具164百円であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 2,218百万円

賞与引当金繰入額 533百万円

製品保証引当金繰入額 384百万円

退職給付費用 128百万円

役員賞与引当金繰入額 44百万円

役員退職慰労引当金繰入額 31百万円　

貸倒引当金繰入額　 8百万円　

　

給料手当 2,237百万円

賞与引当金繰入額 484百万円

製品保証引当金繰入額 387百万円

退職給付費用 119百万円

役員賞与引当金繰入額 65百万円

役員退職慰労引当金繰入額 33百万円　

貸倒引当金繰入額　 1百万円　

　

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 16,766百万円

有価証券勘定

当座借越(短期借入金勘定)　

11,494

△104

百万円

百万円

　

計 28,156百万円

預入期間が３ヶ月を

超える定期預金
△446百万円

取得日から償還日までの期間

が３ヶ月を超える短期投資
△3,199百万円

現金及び現金同等物 24,509百万円

 

現金及び預金勘定 26,120百万円

有価証券勘定

当座借越(短期借入金勘定)　

35,927

－

百万円

百万円

　

計 62,048百万円

預入期間が３ヶ月を

超える定期預金
△1,335百万円

取得日から償還日までの期間

が３ヶ月を超える短期投資
△4,934百万円

現金及び現金同等物 55,777百万円

 

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　94,234千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　 3,908千株

 

３．新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　　親会社　519百万円

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月22日

定時株主総会
普通株式 2,167 24平成22年３月31日平成22年６月23日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

当社グループは、スイッチ類、シートベルト、キーロック、シフトレバー等、自動車用部品の専門メーカーであ

り、当該部品の売上高及び営業損益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び、営業損益の金額の絶対値の合計

額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）　

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                             

(1）外部顧客に対す

る売上高
40,90811,358 7,296 3,824 63,388 － 63,388

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

6,298 20 782 9 7,110△7,110 －

計 47,20711,379 8,079 3,833 70,499△7,110 63,388

営業利益又は営業損失

(△)
△2,063 △238 648 106 △1,547 213 △1,333

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米……………アメリカ、カナダ

(2）アジア…………中国、台湾、フィリピン、タイ

(3）その他の地域…イギリス、チェコ、ブラジル、ベルギー

 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 11,351 8,863 3,963 24,177

Ⅱ　連結売上高（百万円）             63,388

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
17.9 14.0 6.2 38.1

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1）北米……………アメリカ、カナダ

(2）アジア…………中国、台湾、フィリピン、タイ

(3）その他の地域…イギリス、チェコ、ブラジル、ベルギー

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、意思決定

機関において、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

　当社グループは、スイッチ類、シートベルト、キーロック、シフトレバー等、自動車用部品の専門メーカーで

あり、国内においては当社、連結子会社８社及び関連会社３社が、海外においては各地に設立した連結子会社

20社及び関連会社３社が、それぞれ生産・販売を担当しております。

　当社では、経営管理区分上、各子会社を地理的近接度等によって区分、集計し業績の評価を行っております。

　したがって、当社は、主に生産・販売体制及び量的規模を勘案した、「日本」、「北米」及び「アジア」の３

つを報告セグメントとしております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　 至　平成22年６月30日）

　 （単位：百万円）

　 報告セグメント  その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 日本 北米 アジア 計

売上高      　 　 　

外部顧客への売上高 50,50515,09514,46180,0623,71283,774 － 83,774
セグメント間の内部
売上高又は振替高

7,861 40 869 8,772 3 8,776△8,776 －

計 58,36715,13515,33188,8343,71692,551△8,77683,774

セグメント利益 2,915 332 2,625 5,873 171 6,044 △269 5,774

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

　　　　　の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益の調整額△269百万円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,703.66円 １株当たり純資産額 1,763.45円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 3.44円 １株当たり四半期純損失金額 10.67円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため、記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純損失（百万円） 310　 963　

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失（百万円） 310 963

期中平均株式数（千株） 90,319 90,324

         

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月31日

株式会社東海理化電機製作所

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋　寿佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内山　隆夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥田　真樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東海理化電

機製作所の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東海理化電機製作所及び連結子会社の平成21年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年７月30日

株式会社東海理化電機製作所

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋　寿佳　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥田　真樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東海理化電

機製作所の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東海理化電機製作所及び連結子会社の平成22年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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